
 

講演プログラム 【3日目】 9 月 5 日（金） 

9月 5日（金） 9:00～12:00 一般講演 

C1：一般講演「ポートフォリオ・教育評価」                  【会場：221】 

座長：森本康彦（富士常葉大学），大島直樹（山口大学）

C1-1 e ポートフォリオのための形式的記述モデルの提案 

○森本康彦（富士常葉大学），植野真臣（電気通信大学），喜久川功（富士常葉大学）， 

横山節雄・宮寺庸造（東京学芸大学） 

C1-2 e ポートフォリオ・ツールとしての OSP の可能性 

○喜久川功・森本康彦（富士常葉大学） 

C1-3 講義の質を高める相互観察による電子ティーチング・ポートフォリオ 

○加藤由香里・江木啓訓・塚原渉・中川正樹（東京農工大学） 

C1-4 テキストマイニングを利用した教育改善のためのアクション・リサーチの実践 

○直野公美・坂井慎吾・藤井美知子・古賀掲維・丹羽量久（長崎大学大学教育機能開発センター） 

C1-5 社会人大学院のプロジェクトマネジメント教育における学習評価規準に関する考察 

○大島直樹（山口大学大学院） 

C1-6 授業支援システムでの知識管理機能の開発 

○相原健治・池田悠樹（千歳科学技術大学大学院），山川広人・立野仁（千歳科学技術大学情報・

メディア教育センター），小松川浩（千歳科学技術大学大学院） 

C1-7 新しい協調学習環境における学習ポートフォリオ評価方式について 

○何嵩昊（北海道情報大学大学院），齋藤健司・前田隆（北海道情報大学） 

 

C2：一般講演「学習コンテンツ・学習環境デザイン(3)」            【会場：222】 

座長：國近秀信（九州工業大学），林敏浩（香川大学）

C2-1 パラグラフ展開スキーマを利用した英文パラグラフの構成支援 

○國近秀信（九州工業大学大学院），松木佑徒（九州工業大学情報工学部）， 

竹内章（九州工業大学大学院） 

C2-2 moodle 上に構築した遠隔協調字幕付与支援システムによるＤＶＤの多言語字幕化 

○大倉孝昭（大阪大谷大学教育福祉学部），廣瀬洋子（メディア教育開発センター） 

C2-3 情報拡張型のデジタル英語教材作成 

○松浦宏之（太成学院大学総合経営学部，人間学部），高倉正行（高野山大学共通教育センター），

寺本光雄・吉川博史・李東彦（太成学院大学総合経営学部，人間学部） 

C2-4 Extracting Modals from a Corpus for English Learning 

○Robert CHARTRAND ・ Shunsuke NAKAMOTO ・ Hidenobu KUNICHIKA ・ Akira TAKEUCHI（Faculty 

of Computer Science, Kyushu Institute of Technology） 

C2-5 e-Learning による外国人のための漢字教育システム 

○林敏浩（香川大学），盧颯（寧波工程学院），富永浩之・山下直子（香川大学），山崎敏範（放

送大学） 

 



C2-6 留学生のための日本語教育 

○陳寧（摂南大学），平澤洋一（城西大学），松永公廣（摂南大学） 

C2-7 日常語の論理を学ぶ CAI の開発 

○野口光孝（道都大学経営学部），中村八束（信州大学工学部） 

C2-8 韓国語の字素分割法による手書き指導学習ソフトウェアへの試み 

○平塚翔太・金義鎭（東北学院大学大学院），金惠鎭（久留米大学） 

C2-9 日本語・中国語・韓国語混在教材支援システムの試作 

○高橋修司・江見圭司（京都情報大学院大学） 

 

C3：一般講演「学習環境の設計と改善」                    【会場：224】 

座長：和田智仁（鹿屋体育大学），高橋文徳（尚絅大学）

C3-1 グループウェアを用いたオンライン実習日誌の試行 

○和田智仁・荻原康幸・北村尚浩・萩裕美子（鹿屋体育大学） 

C3-2 力の説明入力機能を付加した EBS システムの設計・開発 

○佐々木一真・平嶋宗（広島大学大学院） 

C3-3 Excel を利用した学習システムのシンプル構築 

○筒井寛（熊本県立八代東高等学校），竹上健（高崎商科大学） 

C3-4 e テスティングにおける得点・時間予測システムの開発 

○ソンムァン ポクポン・植野真臣（電気通信大学大学院） 

C3-5 研究支援システム機能を有する研究内容公開データベースの構築 

○小田昇司・舩木英岳・北原紀之・新池一弘・片山英昭（舞鶴工業高等専門学校）  

C3-6 初級簿記教育デジタル支援システムの活用と改善 

○小堺光芳・山下倫範（立正大学），木川裕・荻原尚（武蔵野学院大学） 

C3-7 Ubuntu による学習支援環境の構築 

○高橋文徳（尚絅大学短期大学部），師玉康成（信州大学工学部） 

C3-8 FlexSDK を用いた学習コンテンツ作成の試み 

○久保田真一郎（熊本大学総合情報基盤センター） 

C3-9 製造工場における認知的徒弟制による業務引継ぎを支援するための評価システム 

○八木秀文・鈴木克明（熊本大学大学院） 

 

C4：一般講演「システムとアルゴリズム」                   【会場：225】 

座長：椋田實（日本工業大学），岡本勝（広島市立大学）

C4-1 信頼性最適化のための多目的遺伝的アルゴリズムの技法 

○椋田實（日本工業大学工学部） 

C4-2 レポートの類似度判別アルゴリズムの提案 

○石井徹・金子敏信（東京理科大学大学院） 

C4-3 差異度に基づくグループ化アルゴリズム 

○米澤宣義・野本竜哉（工学院大学工学部），平井和人（アイネス株式会社） 

C4-4 2 文間関係からの CSCL ログの構造化 

○剱貴之（上智大学大学院），田村恭久（上智大学理工学部） 



C4-5 格解析を用いた CSCL データの省略解析 

○前島雅（上智大学大学院），田村恭久（上智大学理工学部） 

C4-6 統計情報に基づいた間接指導を指向した適応型学習支援手法および描画課題への応用 

○岡本勝・松原行宏・岩根典之（広島市立大学大学院） 

C4-7 KOMI チャートを用いたケア・アセスメントデータの分類による結果の読取り支援 

○江藤香（日本工業大学工学部），松居辰則（早稲田大学人間科学学術院），椋田實・樺澤康夫（日

本工業大学） 

C4-8 Supporting Cooperative Group Forming in a Learning Grid 

○ Mikko VILENIUS ， Toshio OKAMOTO （ Faculty of Information Systems, University of 

Electoro-Communication） 

C4-9 プレゼンテーションセマンティクスによる研究発表スキルアップ支援 

○谷田亮秀（電気通信大学大学院），長谷川忍（北陸先端科学技術大学院大学遠隔教育研究セン

ター），柏原昭博（電気通信大学大学院） 

 

C5：一般講演「情報教育 2」                         【会場：231】 

座長：今井亜湖（岐阜大学），布施泉（北海道大学）

C5-1 教員養成学部における情報教育のカリキュラムデザイン 

-ICT 活用能力の習得を目指した情報教育-  

○今井亜湖（岐阜大学教育学部） 

C5-2 短期大学における基礎情報教育カリキュラムの提案 ‒文書作成の場合- 

○高原尚志（県立新潟女子短期大学） 

C5-3 大学におけるＰＣ検定対策講座について（２） 

○桝井猛・梶木克則（甲子園大学総合教育研究機構），那須靖弘（甲子園大学現代経営学部） 

C5-4 短期大学におけるコンピュータ教育 ‒実務教育に向けて- 

○窪田健一（静岡英和学院大学短期大学部），金山茂雄（拓殖大学商学部） 

C5-5 情報教育の学習効果 －学校教育と情報環境－ 

○布施泉・岡部成玄（北海道大学情報基盤センター） 

C5-6 教育の情報化に対する適性検査の分析（１） 

○金山茂雄（拓殖大学商学部），窪田健一（静岡英和学院大学短期大学部） 

C5-7 ネットにおける情報倫理に関する意識調査（９） 

○工藤英男・福永栄一（大阪成蹊大学），吉川博史（大成学院大学） 

C5-8 文系学生を対象としたオペレーティングシステム講義に関する意識調査からの考察 

○安達和年・立野貴之（松蔭大学経営文化学部），益田誠也（玉川大学工学部） 

C5-9  Implementing Virtualization and Virtual Network Computing in NVLab, a Web-Based Computer 
Networks Laboratory 

○Muhammad WANNOUS（熊本大学大学院），中野裕司・杉谷賢一（熊本大学総合情報基盤センター） 

 

 

 

 



C6：一般講演「医療分野での教育実践」                    【会場：232】 

座長：中島美津子（聖マリア学院大学），岸本光代（川崎医療短期大学）

C6-1 医療組織における情報活用の実践力‐ICT 活用の効果と組織コミットメントへの影響‐ 

○中島美津子・古田雅俊（聖マリア学院大学看護学部） 

C6-2 国家試験問題 WBT システム再構築の試み 

○田中康正・中野慶子（鎌倉女子大学） 

C6-3 モバイルメディアを活用した ARCS モデルに基づく動機づけ 

‐ID 理論を学んだ SME が実践したこと‐ 

○森田晃子（熊本大学大学院，株式会社サンライトヒューマン） 

C6-4 メタボリックシンドロームの予防改善をめざした通信教育キットの開発 

○都竹茂樹（高知大学医学部，熊本大学大学院），梶岡多恵子（東京大学大学院） 

C6-5 臨床実習における TV 会議システムを利用したオンラインプレゼンテーションの試み 

○岸本光代（川崎医療短期大学臨床検査科），河口勝憲（川崎医科大学附属病院中央検査部）， 

中原貴子・近末久美子（川崎医療短期大学臨床検査部），通山薫（川崎医療短期大学，川崎医

科大学検査診断学，川崎医療大学付属病院） 

C6-6 麻酔科臨床実習に学生が望むこと：アンケートの結果より 

○村木純偉（熊本大学大学院，筑波大学大学院） 

C6-7 医療関連企業の社会人教育における討論の効果の検討 

-Problem-based Learning テュートリアル- 

○北村隆始（熊本大学大学院・テルモ株式会社），谷口晃弘・丘一惠（テルモ株式会社）， 

吉岡俊正（東京女子医科大学医学教育学） 

C6-8 診療放射線技師養成のためのｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ学習システムの開発と評価（その 3） 

○鳥谷尾秀行（秀明大学），坂本重己（城西学園），渋井二三男（城西大学） 

 

C7：一般講演「大学内外での ICT 利用教育」                  【会場：234】 

座長：古賀暁彦（産業能率大学），宇野令一郎（熊本大学） 

C7-1 ＦＤにおけるインフォーマルラーニングの可能性～Ｓ大学での実践～ 

○古賀暁彦（産業能率大学情報マネジメント学部） 

C7-2 高等教育における eラーニング導入支援者のための方策研究 

○中嶌康二・中野裕司・大森不二雄・鈴木克明（熊本大学大学院） 

C7-3 「21 世紀の学び」の枠組み 

～米国・Partnership for the 21th Century Skills の活動より～ 

○中澤明子・前迫孝憲（大阪大学大学院） 

C7-4 教員を対象とする防災・危機対応研修プログラム－米国 FEMA の取り組み‐ 

○奥林泰一郎・中澤明子（大阪大学大学院），小久保力・上田明久・木村沙織・新川壯光・ 

前迫孝憲（大阪大学人間科学部） 

C7-5 特別支援教育事例データベース・システムを用いた遠隔地複数機関の連携と指導方法共有 

○永森正仁（長岡技術科学大学，電気通信大学），長澤正樹（新潟大学），植野真臣（電気通信大

学） 

 



C7-6 情報倫理教育教材の多言語化と問題点 

○木川裕（武蔵野学院大学国際コミュニケーション学部），永田清（大東文化大学経営学部）， 

荻原尚（武蔵野学院大学国際コミュニケーション学部） 

C7-7 集合知活用型 eラーニングシステム LECMIS へのヒント画像作成機能の追加 

○土橋勇哉・塚原渉・寺田達也・品川徳秀・中川正樹（東京農工大学工学府） 

C7-8 シナリオをベースとしたオンライン英語教材の開発 

○宇野令一郎・高橋幸・喜多敏博・江川良裕（熊本大学大学院） 

C7-9 大学職員 SD 用 e-learning コンテンツの開発・構築 

○松本喜以子・佐藤万知（青山学院大学 HiRC），玉木欽也（青山学院大学経営学部） 

 

9 月 5 日（金）13：00～14：00 

L3：招待講演                               【会場：223】 

 

奥田寛司（経済産業省経済産業政策局産業人材参事官室）

 

9 月 5 日（金）14：10～16：10 

PD2：パネルディスカッション２                       【会場：223】 

「大学教育と企業の求める人材 ～ICT の役割・学会の貢献～」 

コーディネータ：古賀 暁彦（産業能率大学）

パネリスト：横山征次（教育プロデデューサー・多摩大学客員教授）

下山博志（(株)人材ラボ）

大森不二雄（熊本大学）

阪井和男（明治大学）

 


